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『日本・ドイツ労働問題共同セミナ
ー』

延べ、約 160名 刺際報・討論参加

(3/20～21 年 :lri牟ぶ部 、学対軒ヽよ腐病院 確島友会館」にて)

笈角1労働問題研匁け'とドイツのブレーメン大¥付 属'な職 ・政治アカデミーがi‐1催し

たもので、第 1日 は約 100名 、第21Jは約 80名 が参加しました。

ドイツ4期からは、ヴァースナー ・ブレーメン大学教授、ミューラー ・ブレーメン

大学教授、ヘーゼラー博lf・ブレーメン大fF、ブラウアー研究員 ・労1動政治アカデミ

ーの4名 の方々で、[i本側からは、大本ち〕1・日本福祉大学教授、山囲信也 ・名押4Ⅲ

入学教授、猿性1111機・̀ル貫大学教授、良沢孝IJ・[J本福祉大半教授、れ普li卵 ‐・慰 ||

労働問題研究所所虫、佐々本昭二 ・愛知労働1判題 デi究所 ・ドイツ労働と生活調査田
|

事務局長、欧野雅知 ・通訳 ・欧!1問題研究拓ら7名 力出H席 しました。

略イ1111月 、愛知労問研は、 ヤ`も や新11鉄などの大企業労働ならでつくる 「ドイツ

労働と生活」調査回を派遣。フォルクスワーゲンの_EJ場兄Yや 労働 ・政治アカデミー

での機f子、討論などで時短先進国 ・ドイツからγびました。

今回は、卜J本で労働運動のあり方や労使関係、 ト ヨタイズムなどについて服缶、論

議しました。

第 1日 は、大本所長から 「ドイツから学ぶだけでなく連帯の活動を発展させる時」

と鉄拶がありました。

ブレーメン大学のヴアースナー教授が 「ドイツと11本の労使関係」と題して孝路tiし

ました。 こ のなかで、戦前の ドイツのy品 連動は、政党別に分裂していたため 「フ

ァシズムの台頭に策R力で抵抗できなかつたJと 1旨摘。この反省から戦後は、 ドイツ

労働対1合総問盟 (1)(】B)は あらゆる信集の労働打を組合に受↓づ入れた (政党から独

立した)統
本のナショナルセンターとなったと強調しました。         /
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/ま た、日本にないドィッ独特の従来真評議会 (法仲で設|☆ヵ浮、められている企業内の労使協議 ・交渉機関)が 労働者の権利を守っている役割を救ffiしまtノた。
質疑で1と寸教授は、 「ドィッの経営r者は、ドィッの労働新の賃金と労働条件は高すぎる。 ドィッょり低い日本のようにやりたいとぃってぃる。しかし労1効率11合力ヽ職 しているので日本化は成功していない」と卜il答しました。

第211は 、労働運動や、ゲi欄 ヽ
・ム、労資関係をめぐってディスヵッシコンをおこないました。

死角げ共依 トョタ白動車の本拠地で、 ト ョタが ドィッをはじめ「1界の企業と労働者を
脅かしているだけに、トョタィズムについて毛ti的に報告、li寸論。
中京大学の狭lil〔lt機助教授は、 ト ョタの′跡液ノJ.《(シャスト・ィン・タィム=カ ンバン方式)と 、これをささぇるよ爵4寺ド可・過ヤ下蕊 、労資一

体の 「連合」労組の実態など、 ト ョタィズムについて取t号しました。
ブレーメン′末

｀
F、もミ労働 ・政治アカデミーのブラウワー研究典は、 ド ィッで 200ノダ

人もの失業持がでてぃること、 ド ィッ金属労組 (lGメ タル)が 雇期材う代のために
地` 闘争にとりくんできたことを離11iしまt/た。
しかし、白助中企業の阿際的競争のもとで、メルセデス ・ベンツなどで労働者が

大軸 ギ及どされていると指輸。
「lti本との捜争のためにドイッの企業はトコタ生産方式を取り入れている。しかし、

私は:1本にきて、 ト ョタlr産方式は労1賄 を吸い尽くしていると思った。もうFR界に
行き若いている」と園 もしました。
デイスカツシFコンでドィッ側から 「日本の労働者は武革 このような厳しい労働に耐えているのか」との疑静 だゞされま した。
トヨタの元町L場の労動者は!ン張 と交待岳ナ1lヵ準舌金の30%以とを占めている。ローンやFどもの半数を考え_ると働かざるをえない」と、低賃金力対寺間短縮の妨げになつていると話しました。

Jt時間 ,過密労働をなくし

人|1町らとノく′ltき・働 らくために

(セミナーの 「報告資料」カリ↓十すの方はお申し出くたさぃとギf車局)

時魚,と基本張金のづ|き ltげを



「みんなでつくろう ! ゆ とり・健康 ・快適職場」をスローガンに令「司労働衛4‐i

週間が 10月 1卜1から始まります。

事米所の労働衛生管理活動の促進などを|!l的に、1950年に第l llllが、1期 二されて

以来、今年で43ル11卜|となります。

職X↑生疾病の発′li状況は、
・
79角 1には年1津12万人をこえていましたが、その後、

統計的には減少してきました。

しかし、昨年は3年 ぶりにテ勘日(4.7な曽)と なり、H,951人 を数えまにノた。多くは

負傷を原因とするものですが、じんrltJ、化学物質によるガンなど車度の健康障常も少
なくありません。

また、過労による突然死も深刻です。過労死 110番に寄せられた相談は4111期に
3000件。その半数が死亡のケースです。

しかし、労災認定件数は、年間30件程度にすぎません。|:メ4ti省のヨ村企でも、30才

から64才の壮年期に死亡する人の8人 に 1人は突然死と機待されています。

こうした事態に労働省では、突然死のiな 原lAlである脳 ・心疾患の平期発見へ、

来年度から企業内健康診断の方法などについての検討を始めるほか、産業医へのりH修
や情報提供を行なう 「産業保健センター (仮称)」 の設置も行なう方多iです。

健康で働き続けるのは、労働者や家族、みんなの願いです。労働衛生週間を機に、

安全で働きやすい職場づくりをすすめるとともに、残業や休日出助など日頃の働き方
を見直してみましょう。

疾病分類別業務上疾病老数 (91年 )
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3安労働靖博

B実 労働時間 と疲労の排え存資料「労働術生。しおり」(労働省労働基準局績)
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麟醐 へ麟腿センター設置
来年,支、23億円 予算iで県センターを6,折、地域センターを 50"折

サラリーマンの過労死力*L会 問題化tノてきたことから、労働省は8/24、LなタヒlAlで

ある脳 ・′はヽ■愚 の兆候を峰呼明発兄するため、米 |々サ支から企業内健康診断の方逆〔や項目

について検占ヽiを始めるほか、ストレスを訴える労働拓σ)は、の健康相談にのつたり従業

真の健康管理に携わる産業医を支援したりする 「産業保健センター」を胡主する方針

を決めた。 (8/25付 「朝1 lJ縦道から転載)

男醤蛾疑質正・男構勝報騨観鮨のたた肌叱腿
余労連は、労基法抜本改iliを安求tノて、年内にテなtされている中央労働基準需絵

にむけて、田民的運動を攻勢的に展開します。

「人間ltll復裾名」については、器名十用紙の全文に 「労基法を改lP‐することJの 持を

明性にした柵強を【ノ、'11央基 黒ヽ 議会の答中をにらみ、12ナjlイリまでヴ|き続きとりく

みます。そのために、料名運動を単た 。処方組鞍が ‐
体になってもつあげるための

単産の鼠 占統
‐の場をつくり推進をはかります。

11)!22とJ～29「1を時短 。労基法抜紬 lt要求をふくめ秋年闘争の 「行動集中強化」

の週とし、署名推進、過労死と脚時明労働、タダ働きをなくすための残栄規制、時間

外労働の制 り増し率のづiきiゴデ.36協 定の見直しなどのとりくみを職場 S控坂から

つよめます。

「いのちと健康を守る令閑センター」を年内に設立するため、関係前体
・専門化と

協力してとりくみをすすめます。 「労災 ・賊栄燕交流集会」に脇贅ヒ/その成功のため

(研 運 ,秋斡 f末ナj針から抜枠)とりくみます。

1欄 器
『地方でいのちと健康を守るとりくみを

の交胡遂判
|1時:1明 1411(19～ 1511(11)

場所 :人 111市 ぼ昭; ヤli 震子1』

献は市:11111イェi也 (名tir鮮大学教授)・ 1抑雛 _水 (田立公衆徹′li院技学鴻t)

参加ど【:12.00011!

育てるため


